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二 次碍転移 u 不可逆過程
(研究会後t対数函数を寄せた形や_ truncate した形の函数を即 ､て解析 し
た ところ,上図の賞附近でや実測値との不一致は著し く減少 させ られ る事が判
ったO) (岡 田 謙 書 記)
J.
spin系の二次相転移
鈴 木 増 雄
強磁性体のCuriepointrTc近 くの熟力学的性質即ち_磁化M ,比熱C,
帯磁率7.等のSingu.larity を半現象論的に義論す る｡磁場EがaPPly され
ている時のFreeenergy ¢ は.･形式的にM で展開すると
め(･T,M)-Ao+AM2+BM4+cM6+-･･-員M . il)
これ らの展開係数A｡,A,B,C,は､Curiepoint よ り上では､-TnicroISCO-
picに Cumlianも1)を用いて､次のように表わされるQ 詳 しくはー同じ題名
で-, ｢物性研究｣に投稿 しましたので_それを見て戟 きたい20)
do;外場fIの貴い時のSpin系の申 milもonian･S土 子sizとして､
A0- -kTiogTre4 0 ,
β 1
2!<S2%






6! <ーS>Gc < S2>S
〕, e七C,
(2)
ここで､ A(ち)- Oにようて､ITcを defyすると､~二蕗のd適 正Ianも<S㌔
はTcで発散するこ.とにをるo higher･orderの･こcHtLmuヱaht もTcで singu-
1ari七y の相対的を強 さによって､B(Tc)-0,B(Tc)±ヰinite(キ0) ,












2) 班.Suzuki,物 性研 究 vo1.3 ,no.I_5(1965) 317
比熱の対数発散 と現象論
高 野 文 彦
2次相転移のLand･au流の現象論で､比熱の対数発散を琴るにはどうすれば/ _lJl
よいかを考える｡
一般にある物理量Ⅹを_ ある値 Ⅹ にとめたときの自由エネルギ- F区)は､系
のハ ミル トニアンをLuとす ると
eT7gF(頚=Tr〔ejLK8匹 ぺ )〕 . ♂- 1A T





強磁性体を考 え､Ⅹとして Spindensityの Fourier成分をとり､ その
値 をsqに したときの自由エネルギ-を sqについて展開LJ
F(sq)-Fo+チ 3qfqs｡S-｡+･････
とか く.平衡のときの自由エネルギーFは ,･
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